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つ
ま
た
、
生
徒
へ
の
菜
初
検
査
が
川
廷
と
な
っ
た
事
菜
守
、
ぐ
日
ロ
C
E
S
T
r
c
c｛

一々一

γ
七

日
Z
3
4
2
一己

d
r
sロ
に
お
い
て
は
2

ぺ
豆
一
γ
伎
に
お
け
る
川
市
到
一
尼
子
へ
の
い
呆
均
検
A
サ
ピ
、
さ
ら
に
一
寸
司

CZAA4h似
合

C42
｝

2
2
に

~ ~~ "' '' rでャ－

~ fさ
コ“ Fエγ
［々l
~ . 
C>": ,:・1 

制
iヰ 7て
ぐ参
同 ｝J日
与す

拓民ノ、
一内 一

、～ ・r、、
グ〉

主L

'' リと

よす
す

'• 

要
求
J
9
る
学
時
山
間
三
三
れ
引
認
す
〕
た
に
た
だ
三

r
f「｛。三

町
一
味
疑
仁
共
一
づ
く
＝
」
需
の
’
k
↓

ι徒
に
な
さ
れ
た
脱
衣
校
五
日
J

修
ヨ
第
四
条

に
反
7

す
る
こ
判
示
さ
れ
ナ
点
は
正
日
い
に
佐
す
る
、

こ
、
ぺ
ぷ
』
判
的
の
流
れ
は
本
航
で
人
司
討
す
る
生
徒
の
夫
引
の
司
自
に
つ
い
て
の
判
例
一
ド
も
あ
と
は
主
り

で
＋
な
返
却
一
レ
称
さ
れ
る
よ
う
へ
そ
の
後
の
汁
決
に
お
い
て
は
、

叶
5
r
2
判
パ
ー
リ
ー
か
ら
の
ポ

了
校
に
よ
る
牛
徒
の
表
引
の

H
山
間
へ
の
埠
引
に
対
ず
る
し
い
帆
性
な
後

査
基
半
を
川
市
い
た
と
さ
れ
る
｛
J
｛

E
2
刊
決
と
は
異
な
っ
た
判
断
枠
ぬ
み
じ
、

に
、
通
1
ム
州
、
L

午
間
で
、

生
徒
へ
の
表
現
均
引
が
汗
は
汗
さ
れ
て
き
ん
ハ

4
徒
の
憲
法
の
権
利
を
仮
設
す
ゐ
長
尚
哉
の
判
決
は
ほ
と
八
し
に
な
い
と
い
、
λ
品。

こ
の
工
、
つ

阪人；L吊JG2 (S l色・1・, 1809 2υ＇：；. 3 J 
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（
＝
い
長
現
の
白
山
一
に
反
す
る
内
九
口
に
基
づ
，
＼
却
制

生
徒
の
十
れ
羽
の
什
H
H

斗
に

1
J

い
て
き
察
す
る
前
提
を
ぬ
う
十
れ
λ

則
の

l
u

一一、

mJ叶
j

丹
、
と
り
わ
け
付
将
に
札
づ
く
苅
剥
に

ゴ
桐

つ
い
こ
の
～
店
論
に
コ
失
一
、
こ
こ
で
一
門
及
ノ
て
お
き
た
い

J

令
衆
一
川
憲
法
修
汁
治
条
は
、
「
辿
邦
一
市
川
会
は
・
：
：
コ
入
閣
ま
た
は
。
ノ
レ
ス
の

ど
は
な
打
な
い
一
と
wmむ
し
、
表
現
の
口
山
川
を
保
障
す
る
ロ
し
か
し
な
が
ら
、
人
丁
て
の
表
現
お

ロ

よ
び
意
思
一
民
引
え
が
こ
の
規
｛
U
の
h

に
h
市
議
さ
れ
る
わ
げ
で
は
な
い

自
由
立ン

い
什
つ
表
現
川
町
ノ
宝
ド
ル
ノ
と
川
つ

の
内

扇

電工

去
五l

亡／ν

きカ
たI!C寄

葉
し
かタ1

し も長
役
1f'. 

~＇； 
去
;rμ 

の
対
象
と
な
る
か
が
長
ー
両
政

↓
吋

A
Wハ
コ

｝

「
4ω

t
i
t－
－

 

持
に
民
党
〆
2vm門
店
主
｝
ぷ
づ
a

＼
村
一
期
、
と
り
お
り
見
解
正
日
当
官
E
円
、
に
基
づ
／
＼
規
嗣
ケ
七
点
尽
を
保
一
一

9
る
こ
と
仏
、
格
日
常

ま
抗
ぬ
政
府
の
利
採
」

十
投
日
山
一
光
い
に
基
っ
く
足
制
は
志
川
則
と
し
て
川
初
と
さ
れ
、

3
 

ア
ス
ー
を
滑
ら
ロ
ハ
寸
場
合
に
の
み
寸
一
存
さ
れ
る
つ
ま
た
、
女
現
内
れ
い
に
ギ
っ
く
規
制
と
け
っ
て
も
、

見
断
、
工
店
、

一
条
の
重
要
な
叩
念
の

コ
で
あ
る
よ
ぎ
れ
る
そ
れ
ゆ
え
、

や
む
に
や

話
題
、
争
p

川
、
＋
一
山
川
市
引
十
体
に
本
ヴ
九
一
辺
制
と
と
様
々
な
も
の
が
J

あ
り
、
『
ロ
ハ
同
友
の
扱
い
は

rp
～
 

ハ
く
地
制
に
〉
い
て
は
原
則
、
｝

Lγ
、
一
山
さ
れ
な
い
と
判
断
v

J

て
い
る
一

J

こ
こ
で
、
見
訴
と
は
、
思
官
、
こ
い
一
べ
ら
れ
て
い
る
－
L

と
ム
J

ら、

特
定
の
忌
担
な
い

L
G
一
也
会
」
玄
味
す
る
も
の
こ
予
λ
ら
れ
て
い
る

品ド戸、一、永、
A
M
J
、

f

l

d

／
し
え

と
り
わ
け
は
解
に
持

み
氏
攻
河
存
杭
判
が
r
R
Mコ
審
査
一
」
山
M
L
q
vゐ
μf

さ
れ
る
一
万
で
、
時
・
場
所
・
方
法
へ
の
似
剖
で
あ
る
い
表
現
苅
谷
出
ウ
一
山
札
制
i
つ
い
て
は
、

主
際
的
審
音
レ
ベ
ル
は

は
な
い
が

恭
4
1
品
川
叫
に
は
中
町
内
な
違
憲
品
査
系
準
が
亙
訂
さ
れ
る

、
一
、
〕

よ

7
4
f吋
Z
一

ヘ
刀
人
閣
が
妥
当
す
る
能

に
u
J
T
J

〈
荒
川
引
と
あ
る
円
能
川
内
U
J

両
U

こ
と
、
心
凶
遠
白
効
果
に
K
M
っ
く
埠

引
で
あ
る
こ
1

＼
特
定
の
見
附
の
伝
、
止
を
い
川
け
る
こ
と
い
よ
り
れ
立
ヘ
抗
論
を
主
山
一
一
9

る
投
巣
が
あ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
口
こ
こ
一
仁
川
刊

般
に
、
表
現
有
一
容
見
切
一
刀
、
政
刊
の
？
の

E
M
d
必
殺
な
の
は
、
衣
現
山
門
宗
に
ぷ
づ
く
規
制
と
k
m
現
山
口
判
中
立
制
抗
の

μfか
の
基
ヰ
が
股
昧
で
あ
ゐ
ニ
レ
ヘ
さ

ιに
は
、
内
方
不
に
恭

J
ノ
、
日
対
抗
出
巾
ぺ
し
も
、
ハ
判
を
も
う
J

＼
見
解
に
茶
、
っ
く

mmurあ
る
と
詑
定
う
す
る
の
か
し
に
い
っ
た
占
で
あ
る
こ
の
汁
に
つ
い
て
は
様
々
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山
一

な
基
準
が
一
立
正
い
さ
れ
と
い
る
と
け
田
川
わ
れ
る
が
、
最
高
裁
は
、
見
解
に
恭
ゴ
く
規
制
や
が
：

J

認
定
｝
ご
い
ゐ
ど
芳
一
ハ
ら
れ
て
い
る
｝

こ
の
よ
う
に
、
表
沼
ノ
河
容
に
志
づ
く
抗
刻
に
お
け
る
長
引
枕
の
認
定
心
性
、
や
ぞ
の
辞
査
枠
組
み
は
一
挨
…
で
は
な
く
、
流
訪
問
が
あ
る

こ
指
抗
さ
れ
る
一
ま
た
、
こ
入
工
、
内
寄
現
糾
r
内
谷
中
守
山
札
制
ャ
と
の
二
分
的
F
J
ブ
ロ
i
子
に
nHハ
誌
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
ο

か
し
、

見
山
市
に
な
っ
く
規
制
の
均
台
、

1

一
述
内
却
出
品
’
り
て
の
川
約
は
よ
り
最

L
U金
昨
f

に
加
す
る
と
ぶ
れ
る
の
一
J

あ
る
の

第

百j

ザ
J
K
の
表
現
の
ー
一
山
に

m
r
L判
例
と
そ
の
討
似

アメリ方公，，子討lおける斗・＇itOJ支坑の日間｛ ｝ 

斗
徒
の
茨
誌
の
日
市
に
つ
い
て
の
け

1
ヂ
ィ
ン
グ
ケ

1
ス

J
門

EroHJ
ロ2
7内
2
5
m
』
忠
告

g
pロ
ユ
J
C
E
E
M
E
1
団長〈
Y
L
E
M
Hロ
立
は
は
、
殺
？
と
消
滅
の
ご
寸
、
ナ
ム
戦
争
に
反
u
け
す
る
弘
一
一
忠

J

吋
口
町

2
判
決

)L 

2V
｝
九
九
閉
す
る
が
J

め
に
黒
い
腕
章
チ
一
平
校

p
lや
出
）
L

に
牛
誌
が
佐
一
子
処
分
を
受
け
た
こ
と
仁
対
j

、
生
徒
の

条
の
権
利
を
侵
ぢ

す
る
と
ぷ
、
日
山
一
処
分
の
す
ん

ι
め
と
、
名
門
1
的
似
当
賠
一
刷
出
J
V

求
め
て
提
訴
、
三
4

も
の
で
あ
と
ご
本
件
で
は
、
、
日
邦
地
裁
は
原
告
の
訴
え

地
邦
住
み
哉
は
浅
町
ゆ
地
裁
を
又
比
町
、
少
人

ム
旦
邦
最
可
決
は
町
一
行
判
決
九
二
混
在
世
完
成
ー
に
」

1

修平んハ同

久
ふ
れ
わ
権
利
は
、

同
了
佼

ζ

い
叶
塚
境
の
特
止
明
性
に
出
コ
し
て
適
川
さ
れ
る
こ
こ
吋
よ
？
徒
に
も
利
川
L
、）
F
Q

も

の
で
あ
）
、
ま
た
、
汁
徒
が
百
八
市
あ
る
い
は
表
恨
の
日
以
の
訟
法
！
の
権
利
を
川
崎
汁
で
収
章
一
す
る
と
ギ
張
す
る

F

」
ヒ
は
到
以
で
主
な
い

こ
述
、
る
。

一
万
で
、
学
校
に
お
け
る

i
徒
の
活
動
に
対
す
る
州

ζ
7伐
の
包
括
片
な
潅
唄
チ
絞
り
芯
し
訪
朝
刊
＼
フ
ヤ
れ
ゆ
え
、
本
川
い

しグ〉

f二＇ ＇~j 
題

牛
i

れ
の
修
F
第
一
条
内
権
刊
の
ノ
小
山
伐
と
、
学
校
の
権
担
い
恭
一
コ
い
一
、
初
｛
止
さ
れ
た
丸
刈
と
の
術
突
の
謂
円
九
主
で
あ
る
と
判
直

本
が
に
お
け
る
椀
章
雨
明
川
用
は
一
純
粋
二
円
論
一
ー
に
ほ
ぼ
何
種
の
も
の
ご
一
一
り
、
政
治
的
な
F
K
H
叶
の
長
山
山
の
た
め
に
府
辛
を

ハ竺

hq
↑
つ
け
る
こ
と
は
、
特
／
正
月
ホ
長
の
月
間
な
表
現
条
一
川
の
ω
割
引
一
内
で
あ
る
と
判
期
し
た

f

去
ら
に
、

一

行

一

地
に
L

ハ
み
づ
と
は
な
ら
す
、
教
室
は

1

思
想
の
市
域
」
じ
あ
る
し
r
述
べ
る

f

ゴふム戸」、

公
す
学
校
は

）

ELP 

f
v
i
l
 

そ
し
ν

て、

什
い
己
晋
円
心
以
、

り
市
動
が
宝
ん
与
一
約
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耽
引
を
1
h
ー
さ
な
JO
、

下
、
尖
立
的
混
乱
の
慕
汗
：
あ
る
い
は
他
人
の
持
利
の
侵
害
を
什
う
こ
と
ら
J

相
当
会
？
秩
序
を
九
J
U
F」
こ

ゴ
桐

る~：上
ち 1μ1
0） き
vご 才し

：まな
ない
う、以
つけ

た士号
oU 

と（止
す＇］ iI 
示：2
1〆 f己
七似さ

れ
ず

宏一代
γι4却
を
妨

t
l〆
池
の
止
徒
の
也
刊
を
μ
K
2
す

ド

f
に
お
け
る
杭
》
し
相
以
’
れ
為
は

」

3
3
判
決
二
九
八
二
年
）

。

t
c
E
a
ι
0『
h
nに
の

E
5
p
r
r
p江
戸
店
内
五
円
ロ
5
ロ
h
E
m
出
巳
5
0｛口出店戸門戸
2
2
u
h
岱
イ
勺
円
。
は
、
が
な
J
ナ

Jhr円八九戸が、

反
7

メ
リ
ト
力
的
、

ぇ
ヰ
リ
ス
ヘ
i

的、

民
ヱ
ダ
h

的
で
あ
り
、
ま
っ
た
く
は
41Uに
卑
浪
な
も
の
ァ
あ
る
」

L
C
M
円
附
［
ん
本
を
巾
学
h
A

問
、
下
校
医
者

館
か
う
除
土
日
し
た
こ
と
カ

ぎ
一
円
山
お
よ
び
↑
ノ
ー
目
的
救

の
依
γ

止
第
一
条
の
柏
利
を
jh川
右
す
る
も
の
己
め
心
と
し
て
、

済
チ
一
求
比
と
提
訴
し
た
も
の
じ
あ
る
連
邦
地
及
は
数
台
委
民
会
勝
訴
の
刊
は
？
を
下
レ
た
泊
、

F

〕
抗
を
破
棄
し
什
民
シ

連
桐邦
校長
年前

説委主
主主 it 
日＂ .；；；ょ

：土市
控
Jド
dii 
判
決
歩

十F

地
方
の
教
育
公
一
日
ん
お
は
平
和
山
砦
八
f

恥
仰
が
管
併
す
る
幅
広
、
v
裁
量
か
一
合
〕
て
い
る
が
、
か
か
る
裁
ロ
す
け
凶
作

ι品
川
一
条

乙
組
合
す
る
万
法
－
J
行
伸
ん
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
な
い
こ
ム
ベ
る

2

ま
た
、

p
r
2
判
決
を
い
引
印
し
て
、

が
代
此
が
情
報

1
2斗
想
的
AVr
え
さ

苫
で
あ
る

P
＼

Y

パ
徒
の
修
正
第

去
の
権
利
は
山
↓
f
佼
と
い
う
頃
域
の
特
咲
性
、
い
犯
…
わ
〆
て
活
附
さ
れ
る
こ
と
や
確
認
「
「
」
！
と
、
当
7

L
J

一

ふ
れ
ふ
さ
わ
し
い
も
の
こ
す
る
〉
ー
ノ
ナ

よ
校
川
凶
書
約
と
い
う
位
信
託
注
が
牛
徒
の
伶
リ
第
一
久
本
の
権
利
の

教
ぷ
一
子
育
丸
山
パ
ム
古
が
削
域
朴

ふ
一
山
内
悩
信
J
L
t

伝
達
す
る
保
山
品
約
内
裁
E
を
主
張

L
ど
の
い
対
し
て
、
担
日
付
多
数
只
〕
E
L

は
、
教
育
安
門
胃
一
九
ぷ
い
か
敦
主
h

ーの

け
る
絶
対
前
品
川

E
の
、
張
を
，
J
凶作企川州い
J
h
J
r
f
l
、
広
げ
よ
、
っ
と
す
ん
V

の
は
「
J
4寸
法
い
で
あ
O
L
f
一ーした
Y

で
、
数
、
」
委
員
会
の
実
質
的
役

ぞ
れ
ゆ
え
問
題
は
、
修
正
治
条
日
？
と
の
科
氏
以
弁
館
内
本
の
桧
ト
ナ
「
に
対
し
制
約
を
諜
す
か
で
あ
る
と
判
L

ぶ
し
た
〈
そ

書；！し
て
、
即
日
日
門
店
判
決
を
引
制
し
、
地
方
の

ら
古
そ
の
小
に
八
日
「
お
れ
る
思
想
が
好
ま
し
く
な
い
と
よ
f
ズノ位

単
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F

アp
p

は
市
が
れ
ず

ま
に
は
、
一
刊
が
政
リ
山
心
的
に
愛
国
い
そ
の
怖
の
事
柄
つ
い
ご
九
日
絞
yoも
の
か
を
規
疋
す
る
い
い
い
ん
的
で
十
九
や
除
去
す
る

こ
う
し
た
戸
川
叫
が
教
育
会
員
会
の
汁
洲
町
一
決
定
的
去
十
一
茶
に
あ
る
M

叫
ん
口
は
憲
法
に
反
す
ふ
と
剖
刊
断
｝
）
ん
～
〔
ぷ

f
で
は

か
ら
と
い
〉
ヴ
羽
山
田
市

古川いは人支の

牛
徒
の
r
L
張
p

辿
印
刷
裁
に
出
さ
れ
れ
一
い
く
つ
か
の
証
拠
資
料
品
；
り
〆
て
、
教
育
委
託
会
の
徐
ム
千
絞
は
一
短
め
ど
異
例
で
あ
れ
、
投
古
し

L
い
円
能
也
ハ
を
へ
口
正
で
き
な
い
、
と
引
が
し
た

J

）

F
2
2
判
決

＼

j
u

、、

r
j
J’f

／守、

治
的
一

問
。
任
命
｛
店
長
ハ

X
L
5
2
5
z
c
品｛）凶〈

F
5
2
は
、
民
主
民
同
校
の
生
徒
て
あ
ョ
ム
ロ
町
岡
山
ω
2
が
、
高
校
が
旬
、
不
信
寸
る
白
治
行
引
仰
の
一
一
部

アメリ方公，，子討lおける斗・＇itOJ支坑の日間｛ ｝ 

と
し
と
綬
業
時
間
に
れ
わ
れ
た
集
会
に
お
し
て

ー、ヘーへ｝ノ＼
l

ごノ、

ノ
戸
、
ノ
よ
！

σ

そ
の
多
く
が
山
成
の
止
（
い
ほ
の
前
で
、

作
い
つ
へ
」
小
川
J

〆

イ
j

h

i
－
－

？
に
あ
る
宇
佐
の
「
め
い
一
、
巧
が
で
あ
か
ら
さ
ま
全
性
的
比
一
版
三
引
い
た
内
谷
の
山
山
崎
北
福
説
を
行
ハ
九
、

片
山
久
ム
古
川
い
」
い
に
み
院
補

名
の
教

luは

J
V

ふ
り
、
こ

不
治
切
ご
Jt
川行、
1

べ
ま
で
な
い
こ
と
、
行
つ
れ
一
場
公
一
毛
大
な
桔
長
」
を
引
き
い
叫
こ
十
だ
ろ
う
日
警
告
、
υ
て
い

～
一
片
礼
会
式
に
お
け

マυ
 

η
乙3

 

只
仁

y
bg

 

吋
／
」2n 

h

山J
H

一
学
校
に
£
け
る
μf
徒
の
主
法
？
の
ん
キ
配
い
は
、
月

伯
の
状
況
ト
に
お
け
る
ん
人
の
権
利
F
円
説
的
に
同
一
の
出
が
り
を
村
つ
も
の
プ
は
な
い
と
述
、
へ
ん
U
一じそ

L
て
、
不
伴
内
百
花
は
い
か
仇問問

な
と
政
治
的
見
解
と
も
伐
渡
し
な
い
と
い
う
内
、
で
、
同
E
r
2
判
決
め
士
川
市
と
は
引
し
、
れ
士
で
小
山
中
へ
な

丈、
I

J

カ
3
1

一J
5
2
は
予
定
通
り
演
説
を
行
つ
れ
ー
た
め
、
副
校
長
に
呼
び
山
デ
ベ
F

一
受
け
、

る
演
説
ポ
リ
ス
ト
か
コ
的
除
外
を
伝
え
り
れ
九
f

ハポ一

を
d

受
け
る
こ
y
と
な
っ
た
ヘ
J

め、
F

V

れ
い
に
対
L
迷
山
片
的
誌
に
抜
高
L
え

t
の
で
あ
る

円
院
の
停
川
市
J

処
分
、

字
佼
ハ
止
は
］
J
P
1
2
の
停
A
y
k
f刀
を
ス
d

口
一
し
、
げ
小
川
常
的
に
彼
は
二
司
問
の
ん
い
廿
学
処
分

J
1
5
5
H
法一平

の
さ
子
氏
は
修
汁
第
一
条
の
潅
刊
を
い
去
し
f
ハ
こ
判
断
〆
た
か
、
ロ
限
付
裁
は
、

法
廷
L
E
M
九は、

ゴ
5
2
判
仏
全
引
用
し
、

牛徒旬、出川山リ
u
r
t
m
ー人
y

ヰ
早
七
、
体
ご
あ
る
こ
と
を
雌
認

L
た
よ
で
、
公
胤
試
行
内

的
政
治
杭
度
内
一
杯
持
に
也
市
久
な
来
木
市
佼
也
を
段
、
一
九
込
む
一
と
い
う

n仰
を
強
読

L
、

1

1＼
ド
h

I
 

わロ
n
c
－
hhqpmHA
〈命）

「マ
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前
か
り
生
I
仇
を
保
護
す
る
ハ
討
す
学
時
へ
の
役
訓
を
強
調
1

〆て

れ
忠
C
不
快
な
民
主
仰
の
旬
日
キ
民
心
す
る
こ

3

公
的
な
演
説
に
お
い
こ

：土

の
長
会
ド
ト
お
い
、
い
う
な
る
方
法
の
二
前
が
ポ
直
切
か
の
川
一
定

ゴ
桐

の
円
安
に
妥
山
地
な
機
詑
一
γ
あ
け
、
教
室
河
あ
る
い

引

は
敦
子
交
片
会
に
「
左
ね
ら
れ
、
い
る
い
川
断

J
fい
ま
た
、
長
前
裁
は
戸
一
れ
ま
で
、
一
百
人
岬
が
性
的
に
あ
か
ら
さ
ま
で
、

f
ど
も
を
含
み

に
ー
一
け
り
れ
た
場
ム
じ
に
は

話
し
干
の
川
，
L

晶
」
さ
え
限
界
が
却
は
で
h

れ
る

と
同
様
に
、
未
成
年
を
、

一ら

に
さ
ら
三
れ
る
こ
と
か
ら
市
市
議
す
る
が
い
，
ヂ
乞
認
め
て
主
た
（
で
と
2
P
2
同
決
）
こ
と
を
折
刊
す
る
υ

八九つ悪一
J

こ
守
し
ん
一
一

条
は
、
教
職
員
が

H
J
H
2
2
の
行
っ
た
よ
う
な
学
校
の
基
本
的
な
教
主
的
使
命
を
害
す
ゐ
俗
的
b

ご
み
か
一

一円い山

手
許
宍
ず
る
1
7
と
う
か
の
決
之
を
妨
げ
な
い
、
と
判
不
し
た
c

長
の
下
、
修
i

げ
治

（
問
－
ニ
自
己
d
J
X
X
一
判
決

1
1
、ー、

ブ
ノ
ノ
た

市
U

Z
Z
N
内一
2
c
c弘
子
7cc
二
Z
1コ
ヰ
4

一AM
L
J

一口

2
2
は
、
エ
ヨ
乙
名
C
C
与
市
民
五
す
日
以
の
ほ
業
刀
リ
キ
ラ
ム
内

誌
と
？
〆
て
の
A
T
f枚
治
問

の
制
集
ス
h

V

3

ノ
ブ
で
あ
円
一
人
ノ
ヂ
】
7
5
2
2
か
ん
刀
む
μ

一
徒
ら
が
、
教
職
一
同
に
よ
る
当
該
新
悶
の
二
庁
、
円
（
妊
娠
と
離
婚
～

寸互 の
以、ぷ白日
廷約 除
:f!i: 誌元ぎ
見］はィ皮
ii： 文 ん

;I: </l 
荷停
ぷ :r
を筒、ι

！十日｝条

権
利
プr

伐

と

に

教
職
員
や
子
技
庁
同
十
畑
山
一
一
宇
円
以
コ
て
連
邦
説
法
に
提
訴
し
た
打
作
と
あ
る

疋
お
授
JA4礼
は
こ
れ
を
九
九
一
章

J人J

E
i
リヘーリ比士、

同
占
ノ

1
M
E
長十町

全
ふ
イ
4

ノ、

叶

E
T円
判
決
〆
一
明
HRFL2
判
決
を
引
吊
し
、

い
什
つ
わ
け
で
は
な
く
、
学
校
？
と
い
、
っ

牛
徒
の
川
パ
以
上
の
権
刈
は
必
ず
1
J
ち
γ

ヘ
へ
こ
同
一
の
広
が
り
を

め
符
同
河
川
叫
に
町
、
ら
し
vt
適
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
、
へ
ふ
り
ま
た
、
了
校
は
伐
に

慨
す
j
d
判
な
使
柑
に
開
放
し
て
い
る
川
荷
台
に
限
り
そ
の
拾
設
が
バ
、
ワ
リ

f

ノク
e

ア
才
一
ブ
ム
の
性
以
を
ね
つ
と
さ
れ
ゐ
と
こ
ろ

は
授
業
カ
リ
が
工
ブ
ム
の
一
祁
ァ
、
γ
校
の
教
主
的
ヨ
的
を
円
J
M
出
す
る
も
の
じ
あ
、
て
、
公
に
川
向
か
れ
た
も
の
で
は
な

／
＼
パ
ノ
け
ソ
ク
ァ
？
l
ヲ
ム
で
は
な
い
よ
？
円
、
教
聡
い
門
岡
山
仙
台
科
れ
リ
法
、
斗
一

ETの
山
官
を
説
抗
う
す
る
こ
と
Mm’
で
き
る
と
判
一
が
し
わ
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ヲて
1

二
、

る一
J

九
市
ノ
）
、
止
符
伺
人
の
古
川
ご
を
M
別
｝
六
、
主
ロ
r
2
判
決
の
什
品
川
は
じ
十
七
日
九
J

伐
採
す
る
一
百
前
に
は
直
同

さ
れ
る
べ
主
で
は
な
く
、
教
わ
円
卓
て
は
、
従
ら
の
行
為
が

1

正
当
な
教
育
［
円
相
対
レ
ピ
台
団
内
に
河
川
4
4
1
r

、
い
る
張
り
、
一
一
一
引
が
段
援

す
る
去
引
出
勤
に
お
い
て
件
徒
川
三
叉
帽
を
杭
叫
し
ご
も
、
修
正
μ市
長
を
侵
ち
し
な
い
と
判
析
〕
た

J

こ
う
し
九
川
提
の
に

件以
1

止
す
る
つ
論
に
あ
と
る
本
ιけ
で
は
、

の
行
動
は
ム
h
4
也
市
ど
よ
め
り
修
け
第
長
に
反
し
な
い
と
判
示
し
れ
ん

U

力
）
先
例
ト
つ
い
亡
の
一
計
何

以
己
、
学
校
に
お

の
工
品
引
の
自
由
に
肺
門
守
之
判
例
に
つ
い
て
見

C
Fた
が

T 

先
引
に
コ
い
て
の
告
の
検
討
を

アメリ方公，，子討lおける斗・＇itOJ支坑の日間｛ ｝ 

試
み
る
…

体
ノ
十
れ
が
ホ
条
が
依
γ

止
第
一

凶

人

コ
原
前
打
以
は
、

ょ
っ
と
何
人
二
、

パ
マ
パ
九
の

述
常
一
般
の
大
人
が
交
～
げ
る
の
と
問
主
μ川
の
修
三
LM
条
の
保
誌
を
パ
ん
げ
る
こ
と
二
で
き
な
い
と
判
附
じ
て
美
子

v

四
条
↑
例
入
さ
れ
川
刊
に
法
相
さ
れ
心
よ
う
に
な
ウ
て
以
半
、

大ー、

そ
れ
ゆ
え
に
、
不
一

υ
川
士
伐
に
お
け
る
笠
徒
の
立
一
点
J
の
将
利
ι
ど
町
一
小
的
に
認
め
と
し
し
で
、
こ
れ
を
制
約
す
る
学
校
の
権
限
と
の
樹
投
を

初
め
て
明
壌
に
扱
ぺ
九
九
J
、古河
J
T
5
判
決
を
リ
v

デ
ィ
ン
グ
ケ
ス
ー
：

J
C
氏
、
，
ヘ
そ
の
後
の
さ
Z

ヱ
ミ
判
決
、
山
由
主
《
域
内
げ
さ
一
別
決
が
、

］

5
7
2
判
決
の
恭
準
を
且
一
件
内
に
展
開
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
適
山
’
前
回
や
限
定
す
る
が
て
ノ
て
の
例
外
を
作
っ
た
と
の
解
釈
が
な

寸

E
r
m
H
汁
決
に
お
い
て
止
徒
の

？
で
〕
＼
戸
う
に
汁
川
川
の
流
れ
の

ザ
正
、

の
日

μを片山
Iι

詞
す
る
M
J
V
2
3
剖
川
事

とえ
」,, 

d句、
久
市
民
の
ム
H
伐
の
坊
と
し
て
の

る
間
－

2
E
判
官
の
ょ
っ
に

最
円
制
裁
内
部
で
の
は
ず
み
一
円
切
の
渋
い
が
あ
れ

j
t
；
 

v
E
J

肘
ロ
パ
は

ヲロ
Z
1
刈
事
灯
川
町
孔
育
鋭
か
ら
ロ
一

rr
判
事
の
ぷ
育
説
へ
変
選
L
C主
？
と
分
析
さ
れ
て
い
ゐ

、v

と
も
、

4
5
J
2
1り
決
の
有
効
吐

に
つ
い
て
は
前
首
の
間
て
も
訣
品
が
あ
る
ー
と
は
い
え
、

そ
の
恨
の
判
決
が
同
判
決
の

ー
生
徒
あ
h
v

い
は
救
師

H

炉、

二
口
両
ま
た
は
憲
法

の
格
引
L
7

校
門
ご
伎
引
す
ゐ
わ
け
で
は
な
い
一
と
い
う
部
一
ハ
j

を
引
崩
し
て
い
ゐ
ご
と
カ
ら
、
、
ロ
ロ
｝
肉
店
判
hA
の
呆
牟
が
ん
J

む
な
お
い
イ
＼

コ
か
の
生
誌
の
言
論
に
～
握
泊
し
う
る
も
の
で
あ
る
と
い
て
つ
山
は
絞
持
さ
れ
一
に
い
る

J

ま
た
、

こ
れ
ま
じ
に
砕
ず
一
さ
れ
た
判
叫
に
よ
れ
ば
、
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及
治
的
な
μ

民
的
一
文
明
に
つ
い
て
は
コ
ロ
戸
内
2
判
決
の

公
段
、
円
が
教
化
し
ょ
っ
と
す
る
抜
本
的
価
他
に
ビ
比
す
る
一
日
前
（
俗
悪

で
ぶ
は
ワ
ヘ
4
－一一地中川

に
つ
い
て
は
H
J
d
r
ミ
礼
決
の
共
午
が
、

L7J
佼
が
品
は
い
比
す
ノ
ぬ
け
徒
の
一
言
論
に
つ
い
て
は
出
《

5
日5xx
礼
決
の
廿
犬
山
市
が

ゴ
桐

透
掃
さ
れ
る
乙
い
う
一
ル
乃
し
げ
釘
は
で
主
る
こ
し
か
し
な
LhJh打
、
？
与
え
川
川
一
決
、

Z
2
P
E
E
L
判
渋
の
が
や

J

た
法
却
は
ヌ
明
瞭
で
あ

り
、
一
、
紋
告
に
混
寸
引
を
も
ト
ん
ら
し

点
土
E

C
庁
問
、
級
審
に
は
パ
1
恨
の
一
汗
品
に
州
対
す
る
多
く
の
裁
判
例
が
あ
た
子
、
寸
乙

5

貫判l
m：元
の の
な 恥
い 半
半lj を
出 J訪
をよII
招す
いる

C 判
走市
」＂ ＇ず
子、

U） 二
"(" il 
あを
るが彼

U 来
三
れ
1:: 
布、

U) 

よ

三
九
一
各
判
杭
の
買
な
つ
れ
J

解
釈
な
こ
が
混
在
し
、

第

J

単

2
2
R
4
町
店
｛
7
H
H
p
d
r

判
決
の
分
祈

3Z一
で
さ
察

iif判
刊
の
流
れ
ヰ
踏
ま
え
、

司
法
叫
の
た
制
刊
の
戸
山
に
つ
い
て
最
t
r
阿
｝
伐
の
仏
坪
の
町
経
川
%
が
指
向
さ
れ
る
小
で
卜
さ
れ

J

h

の
が
、
本
中
で
分
析
す
る

F
F
Z
判
決
ご
点
る

ハ

同

机

川

出

ζ
c
E
m
〈

TJ吋

2

5
尖
判
決
の
門
小
口

）
事
索
引

云
C

I
H
二
同
日
に
、
と
21rw
州
〕
5
2
2
に
あ
る
高

ノ、一

f
－

f
L
 

校
の
校
長
た
る

J
L三
宅
は

オ
｝
ノ
ン
三
、
ノ
ク
の
聖
火
J

L
ー
が
う
J

校
月
内
公
益
を
佐
川
一
寸
τ

る
検
f
を
、
学
校
ノ
d
h
手
の
が
と
し
て
日
J

る
こ
と
を
丹
徒
ら
い
円
前
円
し
、
ヨ
ハ
札
ら
J
V
一見当
J

F

て
い
丈
コ
室
九
と
－
Y
レ
ピ
カ
メ
ラ
が
校
一
止
し
た
除
、
同
同
校
の
作
夜
で
あ
る

』

J
E
2乙
川
を
ム
コ
門
行
ル
ア
『
グ
ル
1
ィ
ノ
が
、
」
い
C
Z
C
同
E
H
m
r
R出
［
印
可
と
ハ
つ
川
県
i
L
な
業
約
を
唱
道
す
る
よ
う
な
メ
ン
セ
l
ジ
を
杏
い

た
同
っ
，

1
7
n

二
れ
を
降
λ

す
E
う
に
へ
叩
じ
、
円
以

R
Eの
町
以
外
の
生
徒
は
こ
の
命
令
に
従
～
一
た
い
か
’

7こ
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い
院
と
け
は
目
れ
に
従
h
な
か
勺
た
た
め

C
U悶
の
停
常
F
U
ノ
刀
キ
吉
げ
た
こ
内
九
ド
九

守
、
民
」
二
刀

Fr析
詩
子
生
収
ー
ザ

f

：
j

l
〈

j

I

l

i
－

－

4

依
－
L
伎
に
対
ー
〕

は
彼
に
、
九
れ
が
投
育
委
員
会
の

H
引
に
反

L
て
走
法

4
Jザ
人
物
土
古
川
を
市
迭
し
b

こ
と
を
川
村
山
オ
と
〕
て
、
横
制
U

か
や
没
収
〕
た
、
と
説
明

ν
に

殺
は
り
一
一
込
ハ
討
会
f
え
い
汁
工
、
学
一
一
t
h止
技
背
円
以
に
抗
議
了
二
戸
、

停
学
処
分
が
八

l

数
育
長
は
校
長
の

さ
れ
た
だ
け
だ
っ
た
n

学
校
付
い
段
育
支
い
は
ふ
一
日
は
、

教
育
長
刀

ん
に
一
め
、
明
コ
ベ
一
2
n
r
u
j
、
校
官
委
員
企
と
校
長
が
伎
の

アメリ方公，，子討lおける斗・＇itOJ支坑の日間｛ ｝ 

4

士
山
揺
が
い
を
寝
苦
し
た
と
し
で
中
古
判
決
、
山
一
字
削
出
？
？
岸
止
め
、
科
目
的
出
害
賠
伎
を
求
め
て
浬
邦
地
裁
に
山
提
訴
し
た

f

連
邦
地
裁
は
、
校
交
…
m附
｛
刈
均
児
古
【
～
「
戸

5
｛凶
U
伶門一ロ阿
μ

て
い
L

ハみい
1
y」

L
一
仁
、
校
「
〈
沿
よ
び
教
育
長
UH（
九
十
日
時
訴
の
判
決
を
下
し
た

f

こ
れ
一
対
し
、
直
川
控
河
誌
は
、
校
長
の
限
定
伏
先
ム
甘
い
を
百

へ汀
lb

条
の
侵
害
ふ
認
め
た
コ
こ
れ
に
対

L
、
煙
邦
最
高
裁
は
蕊
量
上
訴
を
認
め
、

修
正
治

ζ
L
 持

刈J

h

u
対
同
C
辺
邦
控
訴
裁
判
決
を
彼
女
幸
一

長
－
た

本
件
ご
は
、
以

F
の
王
つ
の
念
U
U
か
表
一
郎
L
ご
札
た

｝
判
決
の
川
J
J

行

3
0
U
の
ユ
切
首
席
判
事
の
法
廷
宮
川
見
（
印
om単一
P
R
O
ココ
oaぜ叩
4
2
0
ヨ
自
主
｛
円
。
各
判
事
向
調
）

ド

f
は
比
一
政
の
つ
論

i
羽

NJ1ω
事
件
で
は
な
い
と
王
恥
し
ん
カ

ま

法
一
生
意
見
は

円
」
首
長
ぽ
ノ
は
一
ア
七
日
の
時

同
り
】
i
今
内
一
勺
コ
A
L
P
J
は

学
校
が
承
認
す
る

l
事
で
、

P
2一2
r
r
h
d
そ
の
縫
祈
羊
を
中
徒
の
体
に
川
け
て
提
げ
た
点
争
論

間
内
に
、

4、

令
子会

校

お
Jナ
る
誌も
相j ま士
事部
f5U ;:1, 
＇＂判

長主
ぇ τ

。起

主

視
に
あ
け
、

事
ヘ
ト
h

h

1

ベ凶川一断んい併の

当
該
匂
L
州
事
は
、

？
っ
7
γ

ナ
を
吸
お
h

つ一

と
い
、
つ
合
’
汁
的
な
解
釈
、

P

〉
、
号
、
ふ
ー
λ
I川
J

J

、

！：
l
y
l
t
d
l
 

あ
る
川

は
一

γ
リ
フ
ァ
ナ
を
吸
う
こ
と
は
長
い
ご
と
で
あ
る
一

と
い
う
染
物
問
川
を
讃
長
す
る
も
の
と
い
う

一
品
り
の
阿
川
町
仇
カ
可
能
ど
と
判
断

／二

そ
し
て
、
こ
の
つ
め
的
択
に
は
た
岸
は
な
ノ
＼
供
の
併
釈
が
て
き
な
い
た
め
、
中
」
故
検
出
事
か
マ
リ
ブ
ヴ
ヴ
の
使
刑
を
唱
尚
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,,ii 

す
る
も
の
こ
判
断
す
ム
ω
こ
＝
は
ム
ロ
岨
山
内
と
あ
り
、
↑
E

…ι品
味
な
も
の
、
ま
F
は

戸ハ

メ
ソ
ゼ
v

ン
セ
あ
ゐ
と
い
う
肝
釈
を
選
け
た

t
d
b

、

ま
ず
、
吋
E
Tミ
判
決
に
ば
リ
ん
じ
、
司
判
決
に
お
け
る

汁
、
廷
百
「
ん
は
、

パ
徒
の
つ
久
市
に
刈
L
1
7
2
冗
例
仁
つ
い
て

ゴ
桐

民
停
の
仮
故
中
沼
山
引
を
作
わ
な
い
務
次
か
っ
消
僅
的
な
衣
刻
で
あ
勺
た
が

一気
V

一
討

し
て

4
5
p
t
可
決
と
い
日
し
と
口
次
に
？
を
ミ
河
川
叫
に
け
及
し
、

地
の
羽
況
に
お
け
る
人
人

言
ム
代
市
は

政
J

山
灼
で
あ
U

本
山
い
で
は
そ
、
っ
き
？
川
ナ
は
い
レ

制
判
決
は

牛
生三江
川』

CJ 
J、
"I J) 

十イ

出
は

y、
tl! 
If) 

μ 
由

l;:J 

の
w
h
カ
り
か
一
日
つ
わ
げ
で
は
な
い
こ
と
お
J
ぴーっ向
E
2
刊
誌
が
学
校
に
心
け
る
パ
コ
ほ
の
一
日
八
時
い
常
」
通
柑

さ
れ
る
わ
げ
「
は
な
い
こ
と
を
一
到
切
し
た
も
の
ぜ
と
机
べ
、
も

L
Z
E
2
R
r
が
子
山
口
外
ミ
パ
ブ
リ
y
ク

フ

r

一
ノ
ム
に
お
い
て
騎

一
円

そ
の
二
口
九
州
は
保
護
さ
れ
た
じ
あ
ん
う
と
判
一
抗
し
た

政
ん
訴
を
掲
げ
わ
の
な
ら
、

最
後
に
ロ
ロ
月
Z
A
X
丘
判
土
門
に
一
μ
泣
し
、

教
ん
一
月
汗
は
、

彼
ら
の
行
為
が
り
当
な
救
育
上
の
関
心
に
丘
町
的
に
間
開
す
之
内
山
り
、

σ〕

の
方
式
と
山
門
宍
に
稲
川
一
の
規

間
を
行
〆
て
も
生
徒
の
ル
品
川
Y

M
冶

仏
人
の
梓
利
？
な
伝
士
寸
し
な
い
と

v
、
っ
部
分
を
引
日
）
、

F
E
2乙
’
の
儲
附
4

容
が
ム
J

校
か
ら

で
あ

ty一
台
理
的
に
？
で
す
人
は
い
な
い
か
ら
、
工
百
円
一
笥
ccm一
判
決
は

1
例し
y

レ
て
伐
徒
、
三
小
川
v

、し
Y

一判一川
J

れ
J

りも

V
U
青
山
見
は
、
次
に
、
川
市
J
』
工
－

t
札
止
に
〕
か
る
せ
ん
拘
伎
町
の
抑
制
三
百
川
女
性
に
二
円
及
3

三～
J

－L

こ
一
仁
は
、
一
y
〆円

に
お
け
る

一
口
代
日
引
い
ぷ
す
に
よ
る
苓
物
川
7
1

日
が
印
刻
右
問
題
こ
1

二
、
存
伝
す
る
こ
い
う

7
K十
主
汗
す
る
P
J

め
に
、

い
て
当
局
部
一
司
会

の
け
丸
山
判
抑
制
に
付
す
る
千
諒
を
約
十
六
ま
た
英
物
に
対
す
る
r
千
ヨ
の
紋
育
委
員
会
の
方
幻
を
あ
げ
、

の
者
者
に
7
d

る
薬
物
句

い
hγ

お
フ
て
ら
く
、
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
L

一
判
長
で
あ
る
と
て
1
、

遣
に
対
す
る
懲
罰
を

1
吋
い
正
当
化
ず
る
い
判
断
し
た
ハ

市
を
抑
制
す
る
じ
い
恥
一
ペ
ー
豆
ば
な
、

に
お
け
る
柴
物
の
唱

ま
た
、
甲

J

宍
v
L
s
i
r
の
言
誌
は

F
P
1
2
判
決
に
お
け
る
よ
う
な
一
不
快
＆
一
円
訟
で
あ
勺
た
か
り
制
約
一
9

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

こ
れ
は

F
E
2
判
決
の
早
川
併
を
ム
げ
す
主
じ
あ
り
、
本
什
バ
ト
お
け
る
問
問
パ
は
、
円
勺
月
ハ
一
己
目
｝
州
内
六
誌
が一

三
一

一
司
一

小
主
で
あ
円
わ
て
よ
」
〈
に
は
な
く
、
川
茂
吉
請
が
違
法
な
薬
物
使
川
を
早
川
泊
す
ョ
ム
ロ
と
み
な
寸
こ
乙
が
合
古
川
前
な
二
と
に
あ
之
と
判
断
し
た

L
T

校
側
内
、
一
張
に
刈
し
て
は
、
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こ
う
1

J

て
、
紋
戦
い
貝
は
、
造
法
な
円
昔
物
笥
日
キ
一
唱
道
す
る
こ
ム
口
封
的
に
判
断
で
え
フ
一
ω
主
徒
の
一
ミ
ツ
r規
制
て
き
る
と
し
、

…出

J

な
い
、
ヒ
汁
一
ボ

J
心
。

の／仁ム日付

は
生
徒
の
片
停
止
第
一
条

叶
7
0
3
器
判
事
の
同
議
意
見

↓7
5
5
1事
は
、
修
正
部
条
は

3
2
7
V
1
4
Z
の

な
破
棄
毒
も
、
＋
張
し
た

J

斗
伎
は
、

4
5的
に
は
修
け
払

な
い
と
ハ
う
占
仁
川
間
只
し
、

ヘJ
p
h
v
p
い、

叶
ロ
デ
吋
刈
決
の
日
L
d
J

条
は
字
校
に
荷
一
川
す
る
こ
と
を
z
円
山
町
い
し
て
お
り
ず
、
｛
J
｛

E
2
判
決
は
り
ナ
伐

と

γつ
領
域
に
表
現
の

μ出
り
県
道
を
拡
太
し
た
と
い
う
丙
で
誤
つ
に
い
る
と

r
張

L
た
符
に
、
司
代
わ
り
（

E
P
E
T
N二
v
h
ご
と

の
概
念
に
依
似
し
、

る
規
の
ほ
引
の
一
丸
紅
カ
ー
削
廷
と
ミ
れ
一
に
お
け

修
正
常

ア
メ
け
カ
に
お
け
る
旬
以
の

アメリ方公，，子討lおける斗・＇itOJ支坑の日間｛ ｝ 

ハヴ

一
条
が
り
い
松
機
能
に
地
m刑
さ
れ
る
一
、
L
Y

は
伏
し
て
な
か
っ
た
の
ゃ
あ
り
、
公

J

打
古
可
レ
一
生
徒
の
十
ぺ
r
引
の

μ由
と
や
小
柄
究
科
ゆ
え
円
、
最

。

お
双
二
、
、
円

HHME同
判
決
が
酔
「
！
げ
し
た
当
初
山
一
刑
抗
に
対
す
る
仙
料
仙
の
判
列
を
作
じ
山
す
と
戸
八
一
必
斐
と

U
れ
に
と
出
べ
る
、
ぞ
い
て
、

＇~ ' j主
平l
刀、

J払
'c 

魚、r " 

弘

《
, よと

てた 判
る附

ぴ）
！り＋で

こパ「1
慌呆
ベト ； 

v -

だcsて〈、

々
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
江
川
化
は
話
す
絃
利
が
な
い
場
合
を
除
い
て
は
、

こ
う
？
に
時
あ
た
り
わ

注
目
。
判
事
の
向
思
意
見
（

R
2
5弘
司
判
事
向
調

↓
庁
内
活
意
見
が
地
の
い
か
な
る
況
判

え
と
従
え
と
い
る
こ
と
を
一
民
に
わ
七
り
一
位
認
し
、

人
／
Z
A
C
汁
喜
一
は
、

に
、
改
治
的
恥
会
的
な

ι
品
へ
の
規
制
、

の
拡
大
」
M
1

も
支
持
し
な
い
も
の

品〔

f
r－刊の

ー
孜
前
官
的
川
ん
〈
と
を
妨
宝
げ
す
る
ど
乞
な
司

修
正
治
法
は
、

投
融
川
昌
一
ド
、

徒
河
口
品
、
も
税
制
し
う
る
と
い
う
校
長
の
振
を
抜
く
へ
い
だ
し
た
ロ
ま
た
、
叶
己
5
2
判
事
の
、
況
代
わ
h
河
端
は
よ
ヌ
創
的
f

ょ
の
？
？
と

い
う
意
見
に
一
反
対

L
た
の
し
か
し
な
が
ら
、
宇
佼
と
い

p

、コ
i
i
i
j
i
L

jvふ
と

I
V

りー、
7
1
k

丹
徒
乃
は
休
日
前
安
全
〈
の
：
吋
郊
の
戸
店
街
が
生
じ
う
る
と

述
べ
る
ρ

↓
で
し
て
、
菜
物
ト
問
問
？
一
ヲ
マ
竺
E
郊
の
よ
収
）
お
ハ

7
、
川
川
、
組
た
ち
が
r

る
こ
L
に
の
で
き
な
い
、
川
（
了
校
に
お
け
る
生
伝
り
一
倖
的

安
ヘ
ナ
オ
L

h

紙
仕
官
す
る
こ
と
の

E
要
刈
！
？
7
強
ぷ
し
、
ぞ
れ
ゆ
え
に

二
代
の
若
者
に
よ
る
年
物
乱
川
の
田
川
庄
の
深
刻
去
を
芯
恵

3
4と
、
学

阪人；L吊JG2 (S 'lrl', 1819 2υ： :1. 3 J 



の
違
法
右
茶
物
色
目
ん
を
出
引
退
す
る
一
ι
前
を
民
間
叫
す
品
、
／
～
が
で
き
る
、
と
判
ア
〕
た
れ

,,ii 

出『

2
0『
判
事
の
一
部
周
忌
、

一
部
反
対
意
胃

ゴ
桐

百円
3
え
何
事
は
、
修
正
第
一
条
の
川
辺
を
ぬ
う
こ
f

な
〈
、
品
制
定
的
免
責
の
珂
論
を
い
品
川
す
れ
ば
、

の
結
論
に
到
空

I）

す
る
と
よ
ム
張
し
た

ま
た
、
以
伝
土
E
ト
ん
は
、
山
一
校
い
見
市
に
た
っ
く
規
制
灯
桃
覗
会
さ
」
円
に
」
ソ
え
う
る
も
の
で
あ
る
し
、
山
刊
行
の
薬
物

悩
胤
杭
ぺ
い
を
川
、
ね
す
る
こ
と
を
中
道
す
る
政
治
的
一
日
設
が
也
市
川
ぺ
」
れ
U
Q
か
い
〈
つ
カ
の
問
題
幸
一
社
句
か
に
し
て
い
な
い
と
指

J

析

す

る

方
C
、

以
対
意
児
り
採
用
は
、
学
校
の
規
律
を
紙
付
す
7
Q
能
川
キ
」
妨
h

惜
し
う
る
l
k
M
山
治
し
た

f

的百〈
0
2
判
事
の
反
対
意
見
（
印
O
C
H
O
F
g
a
g
a
両
判
事
向
誠
一

反
汁
念
日
U
M
M
、
ム
は
と
玄
U
川は

た
と
述
べ
、
渋
y
Z
苛】阿凡の阿川出出
1
1
、
と
し
て
上
に
次

ル叩
h

第
一
れ
た
に
汁
す
ム
円
。
甫
六
九
ふ
綬
官
会
行

の
ト
リ
川
井
市
、
A
1
w
げ
た

J

ル
わ
一
に
、

H
P
E
E同
判
決
に
よ
c
て
基
惰
つ
け
り
れ
た

つ
の
f

主
張
な
原
市
川

表
日
山
一
が
に
基
づ
f

、
規
制
、
特

に、

4
見
解
に
1
A
f
J

一
く
規
制
は

J

坦
九
円
で
あ
る
と
推
，
疋
さ
1TP竺
）
と
、
違
反
な
汁
誌
の
尚
道
を
お
J
q
る一、ト
y

は

そ
の
山
道
庁
結
実
に
hrir

る
宝
一
山
手
〕
在
一
引
き
起
こ
す
れ
ゆ
ぺ
い
？
ト
の
み
ん
E
Hと
な
る
と
v
J

こ
と

を
恒
六
一
λ
／
こ
と
一
J

よ
め
一
／
守
半

パ
下
4
4

、

↑
［
 

か
か
る
川
印
刷
川
」
？
ハ
ロ
；
し
て
、
足
併
に
基
ゴ
一
〈
斗
ノ
引
を
も
た
り
し
、
給
手
へ
の

容
〆
た
レ
い
、
っ
。
第

ーニ

433一
己
、
砕
を
到
す
る
こ
と
を
許

に
、
法
廷
意
見
の
主
誇
世
訓
告
の
メ
v
bじ
3

ジ
の
解
釈
が
引
い
叶
て
い
る
と
い
う
内
で
あ
る

J

彼
は
、

H125b門
戸
み
の
メ
？
ノ
七
l
ジ
は
ん
［
別
院
な
も
の
で
は
あ
る
h
J
、

修
正
治

た
よ
一
プ
レ
ム
ピ
ド
映
り
fd
い
が
た
め
一

実
際
に
こ
れ
い
よ
む
混

1
は
止
じ
て
い
な
い
と
州
寸
断
し
た

J

｝
つ
し
た
町
持
円
、

久
ょ
の
揺
が
い
を
山
宮
古
づ
る
と
結
論
っ
け
ん
ハ

同
れ
た
も
の
で
特
別
な
E
味

み
一
持
た
ず
、

本
ん
じ
に
心
け
る
学
校
乃
行
リ
一

J
h
伎
の

民
ロ
何
同
〆
一
む
の
n
y
F
d
5
2
Hロハ一
ζ
E
L
E
P
F（ソ
Cロロ
E
H
Eア戸｝
H
Q
L
H
U
Z
E
F
u
z
u
c
日目、）戸山一い
HUN
（5
2））（
ι
E
C
E
H
m
R
2
E
Z
2
2
出
E
E
C
－

F
R己
主
て
あ
山
口
Z
U
3
u
き
い
（
三
百
J
）
ま
た
、
y

f

J

U

り
友
視
の
＋
一
川
い
の
子
中
山
交
役
者
、

rrロ
ヱ
（
Z
J
J
J

パ
ノ
芳
首
を
川
川
一
二
説
明
一
三

ι

1 
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アメリ方公，，子討lおける斗・＇itOJ支坑の日間｛ ｝ 

献
に
し
て
井
l
街
也
一
吊
校
門
ρ
け
る
，
J

ど
も
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峨
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－
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｛
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台
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仁
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＋
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古
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収
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｛
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R
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〈
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＝
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叶
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；
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司
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↓
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p
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古
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摘
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司
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検
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＋
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古
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↓
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寸
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介
入
戦
山
に
お
け
る
ム
京
凶
の
愛
国
じ
い
れ
討
の
九
ぬ
に
日
士
Jd
わ
た
、
同
い
が
敬
礼
を
ヘ
ム
立
川
r
伎
の
7
1
烹
j
一1
ー
で
狭
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什
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］
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収
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］
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史
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叫
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反
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が
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受
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反
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あ
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叶
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れ
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述
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－
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↓
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台
仰
向
、
い
川
川
れ
の
も
の
に
》
え
ば
、
主
配
川
な
ヨ
兄
山
ヂ
ハ
J
J
M
司
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烹
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